
週間国際経済 2024（26）№400  09/15～09/28   金俊行（きむじゅねん） 

 

09/15・米 100％関税でも中国 EV競争力 電池供給網、巻き返し難路 

09/16・G7、AI悪用リスク監視 健全活用へ国際基準 グーグルなど参加 

  ・ドイツ、国境全てに審査導入 不法移民対策厳しく 極右躍進の世論にらむ 

  ・働く高齢者、最多の 914万人 昨年、65歳以上の 4人に 1人が就業 

09/17・トランプ氏、再び「暗殺未遂」ゴルフ中、銃所持の 58歳男拘束 

  ・円相場一時 139円 金利縮小に連動 米大幅利下げ観測 景気先行き懸念 ＜1＞ 

  ・イラン大統領 米と直接対話否定せず 敵視政策の撤回要求 

  ・米利下げ幅 揺れる市場 0.5％予想急増、7割迫る「景気対策、FRB後手」見方 

  ・貿易赤字、8月 6952億円 2ヶ月連続赤字 

09/19・FRB、0.5％大幅利下げ 4年半ぶり政策転換 

  ・アップル 3位転落 世界スマホ販売 8月 小米 2位浮上 首位はサムスン 

  ・家計の金融資産過去最大 6月末 2212兆円 株式伸びるも現預金が 51％ 

  ・USスチール 日鉄、買収計画を再申請 米大統領選後に可否 

09/20・米、利下げ局面へ転換 議長「後手に回らず」 ＜2＞ 

    米景気軟着陸へ大幅利下げ 軸足、物価から雇用へ 市場の混乱回避狙う 

  ・「強いドル」転換の見方 投資マネー、新興国へ ＜3＞ 

  ・消費者物価 2.8％上昇 8月 コメ 29％、電気代も伸びる 

  ・NY株、初の 4万 2000ドル台 大幅利下げで買い広がる ＜4＞ 

09/21・日銀、金利据え置き 総裁「時間的に余裕」 揺れる利上げペース 

  ・世界株高、米景気に楽観論 日経平均 568円高 

  ・イスラエル、レバノン首都空爆 ヒズボラ幹部ら 14人死亡 

  ・米最大級の労組、大統領選で分裂 幹部はトランプ氏、激戦州支部はハリス氏 

  ・台湾野党、防衛費増に反発 少数与党、予算可決厳しく 東アジア安保に影響も 

09/23・日産、PHV自社開発 EV失速で戦略転換 ホンダは三菱から調達 

09/24・レバノン空爆、死者 490人超 全土に拡大、標的 1300カ所 

09/25・ヒズボラ「戦争突入」宣言 イスラエル、幹部を殺害 

  ・中国、景気刺激へ追加緩和 預金準備率・住宅ローン金利下げ 

    デフレ回避は不透明 中国変調、世界経済に影 原油・鉄鉱石など市況悪化 

  ・新興国、通貨防衛に奔走 「ドル 1強」に徒労感強く 米国中心に距離 

09/27・金、年間の上昇幅最大 昨年末から 600ドル超高、2700ドル台に ＜5＞ 

  ・OPECプラスが増産へ 通信社報道 原油先物、一時 4％安 

09/28・自民党総裁に石破氏 決選投票、高市氏破る 派閥の影響なお影響 

     高市氏、保守色警戒招く 麻生氏の誤算 小泉氏、討論力「頼りない」急失速 

  ・英、G7初の石炭火力ゼロ 30日、最後の発電所停止 3割依存の日本に逆風 



 


